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平成２８年度第１０回十和田市農業委員会総会 

 

 

１．場 所    十和田市役所議会会議室 

 

 

２．開会日時    平成２９年１月１７日（火） 午後２時０２分 

 

 

３．閉会日時    平成２９年１月１７日（火） 午後２時５５分 

 

 

４．出 席 委 員（２５名） 

 

１番  箕 輪 展 忠 君    ２番  沢 目 喜代人 君 

４番  竹 浦 寿 広 君    ５番  竹ケ原 重 義 君 

６番  漆 畑 敏 男 君    ７番  宮 本 正 志 君 

８番  畠 山 新 市 君    ９番  中野渡   稔 君 

１０番  赤 崎 和 夫 君   １１番  北 上   稔 君 

１２番  國 分 弘 志 君   １３番  甲 田   稔 君 

１４番  豊 川 洋 人 君   １５番  古  成 光 君 

１６番  小 川 正 孝 君   １７番  新屋敷 より子 君 

１８番  杉 山 秀 明 君   １９番  力 石 堅太郎 君 

２０番  米 田 一 典 君   ２１番  山 崎 誠 一 君 

２２番  佐々木 君 信 君   ２４番  漆 坂 政 行 君 

２５番  下久保 トキ子 君   ２６番  野 崎 さち子 君 

２７番  中 野   均 君 

 

 

５．欠 席 委 員（１名） 

 

２３番  畑 山 喜太郎 君 

 

 

６．欠員(１名) 

 

３番 

 

 

７．会議に付した案件 
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報告第４８号  農地法第１８条第６項の規定による通知書の受理について 

報告第４９号  農地法第３条の３第１項の規定による届出書の受理について 

報告第５０号  農地の転用事実に関する照会について 

報告第５１号  農地等の現況について（裁判所） 

報告第５２号  農用地利用配分計画の認可について 

議案第５５号  農地法第３条第１項の規定に基づく農業委員会の許可について 

議案第５６号  競売買受適格者の証明について 

議案第５７号  公売買受適格者の証明について 

議案第５８号  相続税の納税猶予に関する適格者の証明について 

議案第５９号  贈与税の納税猶予継続届出書及び不動産取得税徴収猶予届出書に 

関する証明（農業経営）について 

議案第６０号  十和田市農用地利用集積計画の作成に係る要請について 

議案第６１号  農地法第５条第１項の規定に基づく農地転用許可に係る意見について 

議案第６２号  農業振興地域整備計画の変更に関する意見について 

議案第６３号  十和田市農地利用最適化推進委員の候補者の選考等に関する規程の 

一部を改正する規程の制定について 

議案第６４号  十和田市「農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想」の 

一部改正に係る意見について 

 

 

８．議事録署名委員 

 

１６番  小 川 正 孝 君   １７番  新屋敷 より子 君 

 

 

９．会議事件の説明及び職務のため出席した職員 

   事 務 局 長  野 田 健 治    事 務 局 次 長  市 澤 新 吾 

   事務局振興係長  力 石 浩 暢    事務局農地係長  越 田   守 

   事務局主任主査  山 﨑 和 也    事務局主任主査  野 月 明 久 

事 務 局 主 査  中 村 俊 文    事 務 局 主 事  江 渡 俊 裕 

 

１０．書  記 

 

   事務局主任主査  山 﨑 和 也 
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開会 午後２時０２分 

 

議  長（中野均君）本日の欠席通告者は２３番 畑 山 喜太郎 委員です。出席委員

は定足数に達しておりますので、総会は成立いたしました。ただいまより、平成

２９年１月１０日に告示招集いたしました平成２８年度第１０回十和田市農業委

員会総会を開会いたします。 

 

議  長（中野均君）これより本日の会議を開きます。はじめに、議事録署名委員の指名

を行います。お諮りいたします。議事録署名委員は議長において指名することに

ご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認め、議長より指名いたします。 

１６番 小川 正孝 委員、１７番 新屋敷 より子 委員を指名いたします。 

 

議  長（中野均君）会議書記には山﨑和也君を、参与には事務局長以下各職員を任命い

たします。 

 

議  長（中野均君）次に、会期の決定を行います。お諮りいたします。 

総会の会期は本日１日限りとしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認め、総会の会期は本日１日限りと決定いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に報告第４８号について事務局から報告いたします。 

 

事務局長（野田健治君）それでは、１ページをお願いいたします。報告第４８号、農地法

第１８条第６項の規定による通知書の受理について。農地法施行規則第６８条第

１項の規定により、別紙のとおり合意による解約等に係る通知書を受理したので

報告する件でございます。２ページをお願いいたします。今回は１０件で、全て

合意解約によるものでございます。４４番から４６番につきましては今後貸借を

予定しているとのことでございます。４７番は２２ページの８１番で３条申請に

よる賃貸借があります。４８番、４９番は今後貸借を予定しているとのことでご

ざいます。なお、４４番と４６番、４７番、４８番の借人は同一人でございます。

３ページでございます。５０番は今後貸借を予定しているとのことでございます。

５１番は売買を予定しております。５２番は自ら耕作するものでございます。５

３番は今後貸借を予定しているとのことでございます。以上でございます。 
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議  長（中野均君）報告について、意見ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。よって報告第４８号を報告済みといたします。 

 

議  長（中野均君）次に報告第４９号について事務局から報告をいたします。 

 

事務局長（野田健治君）４ページでございます。報告第４９号、農地法第３条の３第１

項の規定による届出書の受理について。農地法施行規則第２１条の規定により、

別紙のとおり相続等による権利取得の届出書を受理したので報告する件です。

５ページから９ページになります。今回は２５件ございます。全て相続による

取得でございます。あっせん等の希望はありません。５ページでございますが、

９３番は自ら耕作するものです。９４番と９５番の被相続人は同一人です。な

お、９４番は転用許可済みのため現況雑種地となっておりますが、転用目的に

かかる工事未完了のまま相続したものでございます。今後、計画変更申請また

は非農地照会等により処理していかなければならないものと考えております。

９５番は一部が貸借中となっており、他は自ら耕作するものです。９６番は自

ら耕作するものです。６ページをお願いいたします。９７番から１００番につ

きましては自ら耕作するものです。７ページです。１０１番は居宅が建ってい

るということから現況宅地となっており、今後、地目変更登記を指導してまい

ります。１０２番と１０３番は自ら耕作するものです。１０４番は貸借中とい

うことになっております。１０５番は自ら耕作ということになっておりますが、

自己保全管理の状態で保有するということでございます。１０６番から１０９

番は自ら耕作するものです。なお、１０５番と１０６番の被相続人は同一人と

なっており、また、１０８番につきましては現在３分の２を保有していること

から、持分３分の１の相続によって単有となるものでございます。８ページを

お願いいたします。１１０番は一部が貸借中、また、一部に居宅及び小屋が建

っていることから現況宅地となっており、その他は自ら耕作するものです。１

１１番は親戚が耕作します。なお、１１０番と１１１番の被相続人は同一人で

す。１１２番は一部に農業用施設が建っており、現況宅地となっておりますが、

それ以外については自ら耕作するものです。１１３番と１１４番の被相続人は

同一人で、それぞれ持分２分の１の共有物として相続しております。一部に雑

種地として農地の形態でない土地、また、居宅が建っている部分について現況

宅地となっている部分がございますが、その他につきましては共有者である１

１３番の所有者が耕作するということでございます。９ページになります。１

１５番は一部に農業用施設が建っていることから現況宅地となっておりますが、

その他については自ら耕作するものでございます。１１６番は一部に居宅が建

っており現況宅地となっておりますが、その他については自ら耕作するもので

す。１１７番は自ら耕作するものです。なお、１１０番及び１１２番から１１
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６番については一部に居宅や農業用施設等が含まれていることから、現地調査

等を踏まえて可能な限り分筆及び地目変更登記等を指導してまいります。以上

でございます。 

 

議  長（中野均君）報告について、意見ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。よって報告第４９号を報告済みといたします。 

 

議  長（中野均君）次に報告第５０号について事務局から報告をいたします。 

 

事務局長（野田健治君）１０ページをお願いいたします。報告第５０号、農地の転用事

実に関する照会について。青森地方法務局十和田支局から別紙土地の現況につ

いて照会があったので、現地調査等の結果に基づき別紙のとおり回答したので

報告する件でございます。１１ページでございます。今回の照会件数は６件９

筆で、現地調査は１月１０日に実施し、法務局への回答は１月１２日に行って

おります。３２番はユニバース十和田東店の南側に位置し、大竹菓子舗本店南

側の市道を西に６０メートル進んだところの道路の北側です。申請地の北側に

は昭和６２年に農地転用許可を受けて建築した居宅が存在しており、申請地は

住宅建築後に庭木や庭石などを配置し庭園として整備されたものと推定され、

課税上も昭和５２年から宅地課税としていることから非農地と回答しておりま

す。３３番は４件とも同一場所で、穂並町のパワーズＵ北側の交差点から市道

を東に２８０メートル進んだところの信号機のある交差点を南に３００メート

ル進んだところの道路東側、大柳新聞店の南隣になります。申請地は全て住宅

の通路部分または農業用倉庫の敷地となっております。この土地は、②から④

の３筆については平成元年に農地転用許可を受けており、平成３年に完了報告

が出されているものですが、地目変更登記がなされず、その後、平成２７年度

第５回総会の報告第２３号において、裁判所からの現況照会により非農地と回

答したものです。今般、照会申請者が競売により取得した当該土地について、

地目変更登記を行うため照会があったもので、①を含め４筆全てについて農業

用倉庫等となっているため非農地と回答しました。３４番は旧国道４号である

県道戸来十和田線沿いのコンビニエンスストア・ＯＣ藤坂店の道路を挟んだ東

側の道路を北に約１２０メートル進んだ地点の道路東側です。申請地の北側に

申請者の弟が昭和５９年に建築した住宅が存在しており、その後整備した車庫

及び庭が２０年を経過していると推測されることから非農地回答しております。

３５番は県道戸来十和田線を石倉集落方面に向かい、石倉集会所から南に約２

０メートル進んだ地点の道路東側です。分筆前の申請地を分断するかたちで昭

和５４年に防火水槽が設置されたことから、申請地が飛び地のようなかたちで

残されてしまい、以後、農地としては利用されておらず、現在は電柱が建てら
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れているということから非農地と回答しております。３６番は見世集落内の見

世集会所から北に直線距離で約１４０メートルの沢地で、旧上明戸農場の南側

になります。申請地は２０年以上耕作されておらず雑木が繁茂していることか

ら、荒廃農地Ａの認定をしているものであり、周囲は山林及び原野に囲まれ農

地への復元は困難であるとみられることから、非農地と回答しております。３

７番は稲吉地区の国道１０２号沿いの観音寺入口から西に３００メートルのと

ころにある誠屋の東隣の住宅敷地です。申請地には昭和５５年建築の住宅が建

っていることから非農地と回答しております。なお、３６ページの５４番で隣

接の土地が農地転用許可申請となっております。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）報告について、意見ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。よって報告第５０号を報告済みといたします。 

 

議  長（中野均君）次に報告第５１号について事務局から報告をいたします。 

 

事務局長（野田健治君）１２ページをお願いいたします。報告第５１号、農地等の現況

について、裁判所。青森地方裁判所八戸支部から別紙土地の現況について照会

があったので、現地調査等の結果に基づき別紙のとおり回答したので報告する

件でございます。１３ページでございます。今回の照会件数は２件７筆でござ

いますが、３番につきましては１２月総会の告示に間に合わなかったというこ

とから、現地調査については昨年の１２月１３日に実施し、裁判所への回答を

１２月１４日に行ったものでございます。また、４番につきましては現地調査

を１月１０日に実施しており、裁判所への回答は１月１２日に行っております。

３番の①から③は同一場所で、西二十一番町の稲生川沿いの遊歩道南側の市道

を晴山集落方面に向かうため稲生川を北に渡る橋の手前にあるせせらぎ公園団

地から東に１７０メートル程進んだところの民家から南に１５メートル入った

ところでございます。農地として良好かつ適正に管理されていることから農地

と回答しております。４番のうち①から③が同一場所で、十美岡婦人ホームか

ら豊平集落方面へ８００メートル程進んだ地点から北に７０メートル程進んだ

地点の道路の西側になります。定期的に草刈り等がされている状況を確認して

おり、農地と回答しております。また、４番の④につきましては、高清水小学

校北側の道路を学校から西に２７０メートル程進み、そこから北に道なりに３

００メートル程進んだ地点の道路西側です。雑草等が繁茂しているものの、年

に１回程度は草刈りがされている状況が確認され、耕作可能であると判断され

ることから、農地と回答しております。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）ここで、暫時休憩いたします。 
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休憩 午後２時１６分 

 

( 事務局から、照会のあった土地の所有者についての説明をする。 ) 

 

再開 午後２時１７分 

 

議  長（中野均君）休憩を解いて会議を再開いたします。 

 

議  長（中野均君）報告について、意見ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。よって報告第５１号を報告済みといたします。 

 

議  長（中野均君）次に報告第５２号について事務局から報告をいたします。 

 

事務局長（野田健治君）１４ページをお願いいたします。報告第５２号、農用地利用配

分計画の認可について。農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第５項

の規定に基づき、農用地利用配分計画の認可について、別紙のとおり青森県知

事から通知があったので報告する件でございます。今回の報告案件は昨年１０

月１４日開催の平成２８年度第７回総会議案第４１号で農用地利用集積計画の

決定の承認をいただいたものについて、平成２８年１２月２８日付で県知事か

ら配分計画の認可があったものでございます。利用権を設定する者は中間管理

機構である公益社団法人あおもり農林業支援センターでございます。まず１５

ページでございますが、賃借権が３件８筆で２２７，３６２平方メートルにな

ります。利用権の設定を受ける者は３経営体となっており、利用権の設定期間

は全て１０年間となっております。１６ページでございますが、使用貸借によ

る権利で２件５８筆、１３９，５４０平方メートルでございます。利用権の設

定を受ける者は２件とも同一経営体となっております。なお、利用権の設定期

間は、１０番の２筆につきましては利用権の設定する者の土地が未相続のため

５年間となっておりますが、１１番につきましては１０年間となっております。

なお、５８筆全てについてその所有者に対し耕作者集積協力金が交付されるも

のでございます。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）報告について、意見ございませんか。 

 

委  員（米田一典君）ちょっと教えてください。農地の集積の協力金。持分あるのを何

パーセント貸しますよと、例えば１０パーセントとか５０パーセントとか８０パ

ーセントとか、そういうそのパーセントの割合で協力金が違いますよね。 
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事務局長（野田健治君）今、米田委員がおっしゃられているのは、恐らく経営転換協力金

と耕作者集積協力金とをミックスしたようなイメージだと思いますが、経営転換

協力金は基本的に自分の農地を全部、自留地１反歩以内残して全部やった場合に

面積に応じて出る協力金でございまして、耕作者集積協力金というのは隣地に借

りる人の土地があってそれに隣接した土地を貸す場合にその面積に応じて出ると

いうものです。以上です。 

 

議  長（中野均君）２０番、よろしいですか。 

 

委  員（米田一典君）はい。わかりました。 

 

議  長（中野均君）その他ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。よって報告第５２号を報告済みといたします。 

 

議  長（中野均君）ここからは議案に入ります。今月担当した農用地利用調査班は第４

班で、調査員は沢目班長、 委員の３名です。１月１０日に現地

調査及び市役所新館５階会議室での聴取調査を行っております。 

 

議  長（中野均君）ここで、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後２時２１分 

 

(         委員 退席 ) 

 

再開 午後２時２２分 

 

議  長（中野均君）休憩を解いて会議を再開いたします。 

 

議  長（中野均君）次に議案第５５号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）１８ページをお願いいたします。議案第５５号、農地法第３条

第１項の規定に基づく農業委員会の許可について。農地法施行令第１条の規定

により、別紙のとおり許可申請書の提出があったので審議を求める件でござい

ます。 
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議  長（中野均君）許可申請に係る現地調査と聴取調査の結果について報告願います。

２番 沢目 喜代人 委員、お願いします。 

 

報告委員（沢目喜代人君）それでは、第３条の許可に関する報告をいたします。今回の３

条申請は２０件で、うち所有権移転が１２件、賃借権設定が５件、使用貸借によ

る権利の設定が３件です。所有権移転１２件のうち、申請番号７５番から７９番

までは、相手方要望による売買です。申請番号８０番から８６番は贈与で、申請

番号の８０番と８５番、８６番は親から子へ、８１番は兄から弟へ、８２番から

８４番は知人へ贈与するものです。次に賃貸借及び使用貸借についてですが、２

２ページの申請番号８１番から８４番までは労力不足により、８５番は相手方要

望により賃借権を設定するものです。申請番号８６番から８８番は使用貸借によ

る権利の設定で、８６番と８７番は相手方要望により貸借し、８８番は親から子

へ経営移譲するものです。これらのうち、所有権移転の８０番と８１番、使用貸

借の８６番と８７番は借人が同一人ですが、新規就農です。労働力、農機具及び

営農計画等について聴き取りをしたところ、特に問題はありませんでした。以上

について、現地確認と写真での確認の結果、申請地はすべて農地として管理され

ており、また、申請書は適当と認められますので、委員の皆様の審議をお願い申

し上げ、報告といたします。 

 

議  長（中野均君）沢目委員、ご苦労様でした。事務局から提出議案の内容を説明いた

します。 

 

事務局長（野田健治君）それでは、ただいまの調査委員の報告の内容について補足的に説

明をさせていただきます。まず１９ページでございますが、７９番につきまして

は譲受人が仮登記権利者となっておりまして、この度の売買により所有権移転を

するということでございます。２１ページをお願いいたします。８１番は兄から

農地の贈与を受けて新規就農ということになっておりますが、これまで１５年ほ

ど就農経験があるということと、今後、定期的に帰省しながら営農を継続すると

いうことでございます。８３番と８４番は譲受人が同一人で、現在貸借中の農地

について贈与を受けるということでございます。２２ページをお願いいたします。

８１番は２ページの４７番で相続人代表が合意解約をしたものですが、その後、

相続登記を行った後に賃貸借をするというものでございます。８２番と８３番は

貸人が同一人になっております。所有権移転の７５番から８６番まで及び貸借の

８１番から８８番までの農地法第３条第２項各号の判断につきましては、お手元

の調査書のとおりで該当しないため、許可要件の全てを満たしていると考えます。

以上でございます。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

委  員（米田一典君）８２番と８３番の賃借料、年総額ではなくて５年の総額という意
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味ですか。 

 

事務局長（野田健治君）１年間の総額という意味です。 

 

議  長（中野均君）２０番、よろしいでしょうか。 

 

委  員（米田一典君）はい。わかりました。 

 

議  長（中野均君）その他ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり許可する

ことにご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第５５号は許可することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）ここで、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後２時２７分 

 

(         委員 着席 ) 

 

再開 午後２時２８分 

 

議  長（中野均君）休憩を解いて会議を再開いたします。 

 

議  長（中野均君）次に議案第５６号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）２４ページをお願いいたします。議案第５６号、競売買受適格

者の証明について。農地法第３条の適用を受ける土地について、別紙のとおり

農地等の買受適格証明願いの提出があったので、審議を求める。なお、当該適

格者が最高価買受申出人等となり、農地法第３条第１項の規定に基づく許可申

請書を提出したときは、証明書の交付時と事情が異なる場合を除き許可するも

のとする件でございます。２５ページでございます。今回証明願いのあった農

地は平成２８年６月１０日に裁判所に農地回答しており、６月１４日開催の第
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３回総会で報告したもので、平成２８年１１月１０日に競売の公告がされてお

ります。入札期間は平成２９年１月５日から１月１２日、開札期日は１月１８

日、売却決定期日は１月２５日となっております。特別売却は１月１９日から

２０日となっております。したがって本日の総会時点で既に入札期間を過ぎて

おりますので、特別売却における入札となるものでございます。なお、同一事

案に対して願出人が２人となっており、いずれも経営拡張するものです。農地

法第３条第２項各号の判断につきましては、お手元の調査書のとおりで該当し

ないため、許可要件の全てを満たしていると考えます。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）ここで、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後２時２９分 

 

( 事務局から競売に係る土地の所有者及び売却基準価格についての説明をする。 ) 

 

再開 午後２時３０分 

 

議  長（中野均君）休憩を解いて会議を再開いたします。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり承認する

ことにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第５６号は承認することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第５７号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）２６ページをお願いします。議案第５７号、公売買受適格者の

証明について。農地法第３条の適用を受ける土地について、別紙のとおり農地

等の買受適格証明願いの提出があったので、審議を求める。なお、当該適格者

が最高価買受申出人等となり、農地法第３条第１項の規定に基づく許可申請書

を提出したときは、証明書の交付時と事情が異なる場合を除き許可するものと

する件でございます。２７ページでございます。今回は５件６筆です。１番か
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ら３番につきましては十和田市の公売にかかるもので、４番及び５番は十和田

土地改良区の公売にかかるものです。いずれも土地の現況照会に対し、平成２

８年１１月９日に農地回答しており、１１月１５日開催の第８回総会で報告し

たものです。１番から３番については平成２８年１１月１０日に十和田市が公

売の公告をしております。入札日及び開札日は平成２９年１月２４日、売却決

定期日は１月３１日となっております。３件に対する願出人は同一人で、経営

拡張のため買受を希望するものでございます。４番及び５番についても平成２

８年１１月１０日に十和田土地改良区が公売の公告をしております。入札日及

び開札日は平成２９年２月１０日、売却決定期日は２月１７日となっておりま

す。２件に対する願出人は同一人で、経営拡張のため買受を希望するものです。

農地法第３条第２項各号の判断につきましては、調査書のとおりで該当しない

ため、許可要件の全てを満たしていると考えます。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）ここで、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後２時３２分 

 

( 事務局から公売に係る土地の所有者及び最低公売価格についての説明をする。 ) 

 

再開 午後２時３３分 

 

議  長（中野均君）休憩を解いて会議を再開いたします。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり承認する

ことにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第５７号は承認することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第５８号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）２８ページでございます。議案第５８号、相続税の納税猶予に

関する適格者の証明について。租税特別措置法第７０条の６第１項の規定によ
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り、別紙の農地等の被相続人及び相続人についてその適格者であることを証明

することについての承認を求める件でございます。２９ページでございます。

今回の案件は相続税の納税猶予を受ける特例農地につきまして、被相続人が死

亡の日まで農業を営んできていること、また、相続人が農業経営を開始しその

後も引き続き農業経営を行うことが認められる場合において特例の適用要件に

該当するとして承認するものでございます。３番でございますが特例適用農地

２筆につきましては平成２８年２月２１日に相続開始となり、平成２８年１２

月１８日に相続登記、１２月１９日付で証明願いが提出されております。１月

１０日の現地調査により、農地として適正に管理されていることが認められま

した。今後とも農地として継続的に利用されていくことが見込まれることから

適用要件を満たすものと判断します。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり承認する

ことにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第５８号は承認することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第５９号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）３０ページでございます。議案第５９号、贈与税の納税猶予継

続届出書及び不動産取得税徴収猶予届出書に関する証明、農業経営について。

別紙の農地等の受贈者について、租税特別措置法第７０条の４第１項の規定並

びに地方税法附則第１２条第１項に規定する適格者であることを証明すること

の承認を求める件でございます。３１ページでございます。この件につきまし

ては、農地の生前一括贈与を受けた者の税の徴収猶予について、３年ごとに税

務署等の照会に対し届け出る適格者の証明でございます。今回の証明者は７名

となっております。このうち、贈与税については６名、不動産取得税について

は２名となっており、贈与税と不動産取得税の両方の猶予を受けている者は１

名となっております。なお、３年前の平成２６年に証明した者のうち、５名が

贈与者の死亡により贈与税及び不動産取得税の免除が確定しているところでご

ざいます。以上でございます。 
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議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

委  員（甲田稔君）１３番、甲田です。       さんの生年月日、１３年になっ

ておりますけれども、多分３６年ではないかと思います。 

 

議  長（中野均君）ここで、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後２時３７分 

 

( 事務局が生年月日の確認。確認中にもう１人についても生年月日に 

疑義ありと竹浦委員から指摘あったため、そちらについても確認。 ) 

 

再開 午後２時３９分 

 

議  長（中野均君）休憩を解いて会議を再開いたします。 

 

事務局長（野田健治君）ご指摘のとおり、生年月日につきましては、このお二方について

は恐らく誤植というか間違いであります。というのは、前回３年前の議案のもの

をそのまま転記したと思われます。後で正確な生年月日を調べてお知らせしたい

と思います。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）甲田委員、竹浦委員。来月の総会で今日の調べた結果を報告します

のでご了解願います。よろしいでしょうか。 

 

委  員（甲田委員及び竹浦委員）はい。 

 

議  長（中野均君）その他ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり承認する

ことにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第５９号は承認することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第６０号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 
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事務局長（野田健治君）３２ページでございます。議案第６０号、十和田市農用地利用

集積計画の作成に係る要請について。農業経営基盤強化促進法第１５条第４項

の規定により、十和田市長に対して別紙のとおり農用地利用集積計画を定める

よう要請することの承認を求める件でございます。 

 

議  長（中野均君）農用地利用調整会議の結果について報告願います。２２番 佐々木 

君信 委員、お願いします。 

 

報告委員（佐々木君信君）それでは、十和田市農用地利用集積計画の作成に係る要請に関

する報告をいたします。１月１０日午後に、沢目委員、古 委員と私の３名で、

会長室において農用地利用調整会議を行い、聴取調査を実施しました。あっせん

件数は所有権移転２件です。申請地は全て、農業振興地域内の農用地区域内農地

であり、所有権の移転を受ける者は認定農業者です。申請番号２４番は労力不足

により、申請番号２５番は相手方要望により売買するものです。これら２件の農

地は所有権の移転を受ける者の経営する農地の近くにあることから、農地の集約

が図られるものと考えます。利用調整委員としては、申請内容及びあっせんにつ

いて適当と認めましたので、その旨を１月１０日付で、会長あてに農用地利用調

整会議の調整結果報告として報告しております。以上のことから、委員の皆様の

審議をお願い申し上げ、報告といたします。 

 

議  長（中野均君）佐々木委員、ご苦労様です。事務局から提出議案の内容を説明いた

します。 

 

事務局長（野田健治君）調査員報告の内容につきまして補足的に説明させていただきま

す。まず３３ページの２４番につきましては、現在当事者間で平成２１年５月

から１０年間、基盤強化法により貸借している農地についてこの度売買すると

いうことでございます。３４ページでございますが、使用貸借によるものでご

ざいますが、引き続き４年間基盤強化法により使用貸借するため再設定という

ことになっております。今回申請のあった所有権移転２件及び使用貸借による

権利１件につきましては調査書のとおりで、農業経営基盤促進法第１８条第３

項の各要件を満たしていると考えております。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり要請する

ことにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第６０号は要請することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第６１号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）３５ページをお願いいたします。議案第６１号、農地法第５条

第１項の規定に基づく農地転用許可に係る意見について。農地法第５条第３項

の規定により、別紙のとおり許可申請書の提出があったので、県知事に送付す

るための意見を求める件でございます。 

 

議  長（中野均君）許可申請に係る現地調査及び聴取調査の結果について報告願います。

１５番  成光 委員、お願いします。 

 

報告委員（ 成光君）それでは、第５条の農地転用に関する報告をいたします。第５条

の農地転用は、申請番号５４番と５５番の２件です。申請番号５４番は、自己住

宅の建築で、３０年間の期間で親から使用貸借するものです。申請番号５５番は、

駐車場の整備で、こちらは期間２０年間で賃借権を設定します。農地区分につき

ましては、申請番号５４番は農用地区域内にある農地以外の農地であり、いずれ

の要件にも該当しない農地として、第２種農地のその他の農地に該当します。５

５番は第１種農地内ですが、既存施設の拡張であり、拡張に係る面積が既存施設

面積の２分の１を超えないことから、不許可の例外となります。以上、現地調査

と聴取調査の結果、申請地は農地転用の要件を満たしており、また申請内容に対

して適当と認められますので、委員の皆様の審議をお願い申し上げまして報告と

いたします。 

 

議  長（中野均君） 委員、ご苦労様です。事務局から提出議案の内容を説明いたし

ます。 

 

事務局長（野田健治君）それでは、申請案件につきましてご説明いたします。３６ページ

でございますが、今回の申請は２件ということです。５４番の場所は稲吉地区の

国道１０２号沿いの観音寺入口から西に３００メートルのところにある誠屋の東

隣の敷地を北に入ったところです。この場所は１１ページの３７番で、住宅が建

っていることによる非農地照会のあった同一敷地内の隣接地になっております。

農地を３０年間の使用貸借による権利で借り受けて自己住宅を建築するというこ

とでございます。５５番の場所ですが、大学通りを東に向かい、高松病院の東側

道路を南に向かって２００メートル進んだところから西に入ったところです。高

松病院及び老人保健施設の利用者並びに職員の駐車場の隣接地になります。農地



- 17 - 

 

を２０年間の賃借権で借り受けて駐車場を整備するものでございます。以上でご

ざいます。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり許可相当

とすることにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第６１号は許可相当とすること

に決定いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第６２号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）３７ページでございます。議案第６２号、農業振興地域整備計

画の変更に関する意見について。農業振興地域の整備に関する法律施行規則第

３条の２第２項の規定により、十和田市長から別紙のとおり照会があったので

意見を求める件でございます。３８ページをお願いいたします。十和田市長か

ら平成２８年１２月２２日付けで農業振興地域整備計画の変更に関する意見に

ついての照会があります。３９ページでございます。今回は編入１件、除外２

件の計３件でございます。１番の場所ですが、十和田市役所から西に約１１キ

ロメートル先に位置しており、十和田湖に向かう国道１０２号と南部地区広域

農道との合流地点から西に３００メートル程進んだ国道沿いの北側の三方が農

地に囲まれている農地でございます。今後とも優良農地として確保するため、

編入するものでございます。２番の場所は十和田市役所から南に約１２キロメ

ートル先の米内沼集会所の東側に位置しております。当該農地は２筆とも周囲

を山林に囲まれているため日当たりが悪く、また通作路も狭隘なため農業機械

の通行が難しいことから現時点で未耕作状態にある場所でございます。したが

って今後営農が困難な状況にあるため、植林し山林へ転用するため除外するも

のでございます。３番の場所は十和田市役所から東南の方向約５キロメートル

先に位置し、十和田下水処理場の東側に隣接する場所です。当該地は北側に農

地が広がる第１種農地ですが、下水処理により発生する汚泥を利用したバイオ

マス発電事業を行うとのことから、市街地に設置が困難又は不適当な施設であ

り、また、再生可能エネルギーのための施設用地として転用するとのことから、

不許可の例外に該当するため除外するものでございます。以上でございます。 
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議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり承認する

ことにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第６２号は承認することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第６３号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）４２ページでございます。議案第６３号、十和田市農地利用最

適化推進委員の候補者の選考等に関する規程の一部を改正する規程の制定につ

いて。十和田市農地利用最適化推進委員の候補者の選考等に関する規程の一部

を改正する規程を別紙のとおり制定する件でございます。４３ページでござい

ます。この件につきましては、平成２８年１２月１５日開催の平成２８年度第

９回総会において承認された議案第５３号、十和田市農地利用最適化推進委員

の候補者の選考等に関する規程、以下、規程と申し上げますが、この規程の第

５条において推進委員の推薦の求め又は募集の期間を２４日以上としておりま

したが、十和田市農業委員会の委員の候補者の選考等に関する規則では、農業

委員の募集等の期間を概ね１ヶ月としておりまして、また、募集期間終了後の

期間延長についての延長期間及び延長回数が規定されていることから、農業委

員の募集に係る規則・条例との整合性を図るため、同規程の一部を改正するた

めの規程を制定するものでございます。この規程の改正につきましては、総会

資料の末尾に綴ってあります資料の新旧対照表をご覧いただきたいと思います。

第５条の１項としておりますが、現行の部分が左の部分でございますが、これ

を推進委員の候補者の推薦の求め及び募集の期間を２４日以上としていたもの

を農業委員の規則に合わせて概ね１ヶ月以上という文言にします。新たに第２

項を追加して、推進委員の推薦及び応募者が担当区域毎の定数に満たなかった

場合に募集期間を延長することとし、その延長する期間は概ね２週間とし、期

間の延長の回数は１回とすることを規定するものでございます。以上でござい

ます。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり承認とす

ることにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第６３号は承認することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第６４号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）４４ページでございます。議案第６４号、十和田市「農業経営

基盤の強化の促進に関する基本的な構想」の一部改正に係る意見について。農

業経営基盤強化促進法施行規則第２条の規定により、十和田市長から別紙のと

おり依頼があったので意見を求める件でございます。４５ページをお願いいた

します。十和田市長から平成２８年１２月２２日付で十和田市の農業経営基盤

の強化の促進に関する基本的な構想の一部改正に係る意見を求める依頼がござ

いました。本事案につきましては、農業経営基盤強化促進法第６条に基づいて、

市町村においては、県から示された農業経営基盤の強化の促進に関する基本方

針に即して、十和田市の農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想、以

下、基本構想と申し上げますが、この基本構想を定める時又は変更する時は農

業者、農業関係団体及び農業委員会を含めた関係者の意見を反映させることと

なっております。これにつきましては概ね５年毎の期間で見直すこととなって

おりますが、十和田市においては、前回は平成２６年９月に見直しをしており

ます。今回の基本構想の見直しにあたり、当農業委員会では平成２８年１２月

１５日開催の第９回総会終了後に担当部署であります農林畜産課の担当から基

本構想の変更に係る説明を受けたところでございます。今回の改正につきまし

ては、県から示された基本方針に即して十和田市の基本構想として改正したも

のでございます。この件につきましては、一部改正後の基本構想及び新旧対照

表を別冊で添付しておりますのでそちらをご覧いただきたいと存じます。以上

でございます。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり承認とす

ることにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第６４号は承認することに決定

いたしました。 

 

事務局長（野田健治君）すみません。先程ご指摘のありました、納税猶予の生年月日の件

でございます。上から４段目の方に関しては昭和３６年９月１９日生まれでござ

います。５５歳ということでございます。その下の方につきましては昭和４７年

８月２１日ということでございます。そのように訂正させていただきます。なお、

この部分に関しましては後程差し替えをさせていただきたいと思いますので、ご

了解いただきたいと思います。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）局長より説明したとおりですのでご了解願います。後で差し替えは

しますのでよろしくお願いします。以上で今総会に付議されました議事は全て終

了いたしました。これをもちまして、平成２８年度第１０回十和田市農業委員会

総会を閉会いたします。ありがとうございました。 

 

 

閉会 午後２時５５分  

 


